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序章の「八丈方言概説J では、まず明治期以来の研究史について述べ、次に第 1 節「音韻論J では、地区ごとの音
韻対応表を整理し、第 2節「形態論j では、名詞(代名詞)、動詞、形容詞ごとにその形態論的特徴を記述し、第 3
節「構文論j では、八丈方言に特徴的な強調構文と疑問構文(し、わゆる係り結び)および、格の二重構文について述
べる。




拠を方言の側から提示できる可能性があることを指摘している。第 2 章「活用のタイプJ では、動詞の活用のタイプ
の詳細な分類を行い、古代語動詞の活用のタイプとの関連を整理する。第 3 章「動詞の活用J では、機能・ムード・
テンスのカテゴリーに基づく動詞の基本的な活用表を提示する。
第 4章「基本的なムード・テンス・アスペクト」と第 5 章「特殊なムード・テンス・アスペクト語形」は、本論文
の中心的な部分である。第 4 章第 1 節では、ムードの構造分析を行い、「コソ J と「カ J の係り結びや上代東国方言
の推量「ナム」を保存している状況を具体的に示す。第 2節では、テンス・アスペクト体系の分析を行い、助動詞「キJ
の存在や基本形が「現在進行J を表す点で、きわめて古代語に近いものであることを明らかにし、第 5 章第 1 節と第
2節で、具体的分析を行っている。第 3節と第 4節では、いわゆる連用形が終止用法をもっていて感嘆文述語として
使用されること、感情・感覚を表す動詞と形容詞とが、語葉的にも文法的にも 1 つのグループρを形成していることを
述べる。第 5 節では、存在の「ヲリ」とこれを補助動詞化した「テヲリ J をもっ語形の意味用法を取り上げ、古代語
同様、存在の意味が「アリ j と「ヲリ j によってあらわされていたことを指摘する。





















分、古代語と一括してしまっている粗さ、形式「キJ を記述しながら fケリ」の記述が漏れたり、形式「ベイ j の位
置づけがはっきりしていない点、「コヒ。ユラ」などの用語の説明が不十分な点などが見られるが、これらは本論文の
価値を否定するものではない。このような諸問題の解決、修正、補充は、今後、さらに、名詞や形容詞の詳細な体系
的記述をめざす著者に期待したい。
よって、本論文を博士(文学)にふさわしい価値を有するものと認定する。
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